
 
『会社員以外の働き方』 Gakken ［Y366 カ］ 

 

 30 人の詩人による作品が詰まった本です。ポーランドで生まれたヴィスワヴァ・

シンボルスカという詩人の「詩の好きな人もいる」という作品もあります。「詩が

好きといっても―詩とはいったい何だろう」と問います。わかりやすい言葉で表現

されていますが、深い味わいがある美しい詩です。 
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参考文献：『世界を変えた５０人の女性科学者たち』 

レイチェル・イグノトフスキー／著   

野中 モモ／訳 創元社 [Y402 イ] 

 

としょ子のつぶやき 

 
『１５歳からの人生戦略』  山脇 秀樹／著 東洋経済新報社 ［Y159 ヤ］ 

 

 
『HAVE PRIDE』  

ステラ・A．コールドウェル／著 

スー・サンダース／アドバイザー 

櫛田 理絵／訳  

合同出版 ［Y367 コ］ 

 
『放課後によむ詩集』  小池 昌代／編 理論社 ［Y908 ホ］ 

 
『行きたい！知りたい！びっくり！ 

世界の大自然』1  
井田 仁康／監修 岩崎書店 ［Y450 イ１］ 

新しい世界へ  

小学校の同級生だった 10 人が、大人になってそれぞれフリーで働く様子が、漫画と

解説でわかりやすく書かれた本です。センスの良い美容師になったタツヤは、副店長を

任され給料も上がりました。しかし店の方針とは違う自分の納得のいく仕事がしたくて

独立し、小さな美容院を一人で開業しました。 

 

メアリー・アニングは、1799 年にイングランド
の小さな海辺の村に生まれました。家は貧しく、
化石を集めて売る父の仕事を継いで生活していま
した。そんなメアリーが 12 歳の時、それまで誰も
見つけたことのなかった魚竜と首長竜の骨格化石
を発掘！これは当時の人々の常識を覆す大発見で
した。メアリーは化石によって、新しい世界を開
いたのです。 
 

 自分で自分の未来を創るための思考法を教えてくれる本です。各章にいくつか

の問いが用意されています。それに答えるようにアイデアやプランを書いていく

なかで、自分を見つめ直すことができます。まず自分を知ることが将来への出発

点になることを教えてくれます。 

 

数々の貴重な化石を発見 メアリー・アニング 

福山市図書館キャラクター としょ子 



 
 
📖『ぼくたちは ChatGPT をどう使うか』 

東大カルペ・ディエム／著 三笠書房 ［Y007 ホ］ 
 
📖『小鳥のさえずり事典』 

ギレム・ルサフル／著 グラフィック社 ［Y488 ル］ 
 
📖『SNS から心をまもる本』 

小木曽 健／監修 Gakken ［Y547 エ］ 
 
📖『杯』 

森 鷗外／著 今井 キラ／絵 立東舎 ［Y913 モ］ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子図書について 

パソコンやスマホで本が読める「福山市電子

図書貸出サービス」登録受付中です。くわしく

はお近くの図書館におたずねください。 

福山市中央図書館 

福山市霞町一丁目１０番１号  

ＴＥＬ９３２－７２２２  

休 館 日・・・毎月第２火曜日 

開 館 時 間・・・１０：００～１９：００ 

 

 

推 し 本 

現在、地球温暖化対策の一つ

として注目されているのが「ウ

シ」です。ウシが出すげっぷに

は、原因となるメタンという物

質が含まれています。メタンを

減らしていくために、世界中で

様々な研究が進められるなか、

ある物がその鍵となることがわ

かりました。地球温暖化につい

て、ウシの生態、共存を前提に

げっぷを退治する方法として取

り組まれている研究などをわか

りやすく解説しています。 

NEW BOOKS 

『私立五芒高校恋する幽霊部員たち』  

谷口 雅美／著 講談社 ［Y913 タ］ 

 

入学式の日、伝田
で ん だ

要
かなめ

が校内で迷子になり困ってい

ると、色白の美人な先輩が助けてくれました。しか

し、その先輩がつけていたピンクと黒の縞のネクタ

イは、どの学年のものとも違っていました。この話

をクラスメートにすると、その先輩は昔、音楽室で

血を吐いて亡くなった生徒の幽霊ではないかという

ことになり、要は腰を抜かしてしまいます。 

この他に、体育館裏の祠に願かけし 

てお参りすると、願いごとが叶うかど 

うかの判定が出るという「お願いさん」 

の話や、校舎裏の卒業生が作った約２ 

メートルのステンレスの筒「ポールさ 

ん」が夜中に歩き回る話などがありま 

す。１話５分で読めるオカルトと恋愛 

を描いた連作短編集です。 

 

『ウシのげっぷを 

退治しろ』 

大谷 智通／著  

旬報社  

［Y645 オ］ 

 

『オリオンは 

静かに詠う』 

村崎 なぎこ／著  

小学館  

［Y913 ム］ 

 

ろう学校の高等部に通う木
この

花
はな

咲
さ

季
き

は、生まれつき耳が聴こえ

ません。聴こえない世界しか知

らない咲季にとって、聴こえる

世界にいる人たちは苦手で、関

わりを避けてきました。しかし

偶然見つけたおひとりさま専用

カフェの店主・ママンとの出会

いで、咲季は競技かるたの世界

に足を踏み入れます。「A 級公認

読手」でもあるママンやライバ

ルのカナ、手話通訳を担う担任

の白田先生など、かるたを通じ

て咲季の世界は広がっていきま

す。けれども同時に４人はそれ

ぞれが抱える葛藤や悩みに直面

することになります。 


